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第２回管理手続きワークショップ議題草案
ニュージーランド、2003年4月7-9及び13－15日
議長：アンドリュー・ペニー
技術調整役：アナ・パルマ
付託事項草案
1. 第1年目試験でテストされた管理手続き（MP）初期候補のパフォーマンスの評価

2. 管理手続きの2年目の評価に用いられるオペレーティング・モデルの最終仕様の作成

3. 作業計画及び予定表の決定
提案議題
1. 開会、付託事項及び議題の採択
アンドリュー・ペニー
2. ミナミマグロ管理手続き開発プロセスの手順に関する概観
 [プロセスのどの段階にいるのか]
アナ･パルマ
3. 第1段階の試験における管理手続き初期候補のパフォーマンス
3.1管理手続き試験結果のレビュー
[各国科学者の試験結果を要約した文書が提出されることが期待されている。]

4. オペレーティング・モデルの再検討
4.1  各国科学者によって2003年1月に配布された一般化した条件付けコード(つまり、 sbtmod3.tpl)を用いて行われたモデル適用に関する検討結果のレビュー

これについて提出された文書
4.2  コンディショニング・モデルの構成における可能性のある変更、また会議中に評価検討するための追加的な推定試験の検討
この作業は、インドネシア漁獲レビューと平行して行われ、会期中に条件付け試験を完了することを目指すべきである。

4.3 他の頑健性の試験と同様に、動態及び将来のデータをシミュレートするために用いられる具体的モデルに関する討議
第7回科学委員会で討議された第2段階のオペレーション･モデルに関する提案が別紙４に文書化されている。各国科学者からの具体的なシナリオに関する提案を期待する。
4.4 未解決のる更なる技術的問題
· 漁獲死亡率仕様(SC７報告書別紙4).

· プロジェクションにおける混獲量の取り扱い(SC７報告書別紙4).

· その他
4.5 オペレーション･モデルの最終仕様の作成
5. 管理手続きのテスト
5.1 2年目の試験のために検討された不確実性レベルの優先順位

5.2 代替シナリオに配分される重み付けを選択し、また管理手続きパフォーマンスを評価するためのプロセス

[注意書き：実際の重み付けの配分は、最終的な条件付け試験が完了し、初期の管理手続き候補の結果が利用できるまで延期されるかもしれない。プロセスや今後の予定を討議する必要がある。]

5.3 状況変数及びモデル･パラメータの近似事後分布へのMCMC又は他の手法の実施可
能性
5.4. 用いられるパフォーマンス統計の再検討
6. コード化における問題点及び評価テストを実施するためのメカニズム
6.1 シミュレーション･コードを用いた利用者の経験から提起されたコード化における問題点
6.2 結果を比較するための要綱の作成（図表を用いた結果等）
6.3その他の問題
7. 作業計画及び予定表
7.1. 導入された条件付け及びシミュレーション･コード並びに配布されたコードに更なる変更を加える。
7.2. コンサルタント及び各国科学者は、過去のデータに条件付けすることでモデル･パラメータを推定し、またオペレーション･モデル及び管理手続きのパフォーマンスを検討する。
7.3. コンサルタントは、オペレーション･モデル及び最終試験において管理手続きをテストするために用いられるプロセスのための文書草案を最新化する。
7.4.  (SAG/SSC?)の閉会期間中に会合し、以下を討議する。
(i)条件付け結果を討議する。

(ii)
オペレーティング・モデルの最終セット及び頑健性テストの構成を選定する。

(iii)その他の仮定への重み付けの配分

7.5. 最終シミュレーション･コード及び入力パラメータの配布
7.6. 各国科学者が実施した管理手続き試験及び文書の結果
7.7. 比較検討するのを容易にするための統合された結果
7.8. 第3回ワークショップの開催
8.　その他の作業
9.　会議報告書の最終化
10. 　閉会
11. 　業界との協議
